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免震重要棟

【概要】
 11月20日午前10時30分︓フランジタンクの解体片を除染する大
型機器除染設備の建屋内において、当該除染設備の除染停止中に、
除染した放射性物質をフィルタで取り除く集じん機の排風流量の
調整を行う点検作業＊１を開始。
＊１︓当該設備は、除染の有無にかかわらず集じん機の排風機能
は維持しているものの、除染をしていない時は排風流量を抑える
ことを検討するため、自動モードを手動モードに切り替え、流量
調整を行う作業を予定していた。

 10時37分︓集じん機の排風機能を停止し、自動モード⇒手動モードに切り替え、起動。排風機が起動しな
かったため、予定していた点検を中止。自動モードに戻し、再起動をかけるも排風機は起動せず。

 10時39分︓集じん機（Ｃ）の圧力が高まっていることを示す警報「集じん機Ｃホッパ圧力高」が発生。系
統状態を確認するとともに排風機の再起動を試みる。

 10時50分︓集じん機Ｃのラプチャディスク＊２が作動。当該作業は一旦中断し、建屋内にいた作業員は退
出し、当社監理員へ連絡。
＊２︓過剰圧力で集じん機が破損した場合、作業員がケガをする恐れがあるため、これを保護するため、

あらかじめ決められた設定圧力（通常約－160kPa⇒35～45kPaで破れる）で確実に作動し、設備
を保護する安全装置

 11時30分︓監理員の判断で、協力企業の放射線管理員1名、作業員1名が建屋内ダストを測定したところ
2.1×10-4Bq/cm3。

 同建屋内の換気はＨＥＰＡフィルタを通して排出されており、出口側のダストモニタ濃度に変化も無く、
建屋外へは特段影響なし。

 トラブル発生後の建屋内ダスト濃度は通常時は、ND（約7.3×10-6Bq/cm3以下）に対し、約2.1×10-
4Bq/cm3と上昇したものの、全面マスクの適用基準である2×10-2Bq/cm3よりも100分の1低い状況。
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大型機器点検建屋内の概要
大型機器点検建屋
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建屋には換気設備を配備しており、排気には
HEPAフィルタを設置。
建屋換気により建屋は負圧に保たれている。
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集じん機の概要
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（実線）︓集じん中のライン
（破線）︓逆洗中のライン

ラプチャディスク



【参考】ラプチャディスクの状況

○ラプチャディスクが開いた状況 ○開口部を養生しふさいだ状況（現時点）
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○ラプチャディスクが閉じている状況（集じん機Ｂ）


